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明した。亀倉は構成主義を受容した 50 年代から 60 年代にかけて、シルクスクリーンに
よるポスターを多数制作している。凸版印刷や平版で刷られることが多かった欧米の構成
主義的ポスターを、孔版であるシルクスクリーンにより実践することになるが、この版種
の違いが表現に与えた影響について考察する。
　第３章では、 1960 年代後半のシルクスクリーンの役割について論じる。この章ではシ
ルクスクリーンがポスターに造形的な飛躍をもたらしただけではなく、ある共同体の人間
をまとめあげた点に着目した。ポスターがコミュニティの生成に貢献した点が興味深い。
　第４章では、現代のポスターとインクジェットプリントをめぐる状況の問題点と可能性
について論じる。膨大な映像表現が配信され刹那的に消費されてゆく現代においては、コ
ミュニティをまとめあげるシンボル性や、時代を超えて出来事を語り継ぐ記憶装置として
のポスターの機能はかけがえのないものである。即時性の中ではなく一定の時間の長さの
中での現象としてポスターを捉えることで、潜在的な可能性を示したい。
　全体を通して印刷技術と「表現」の関係について論じているのは、ポスター表現が印刷
技術を足がかりにして飛躍するということを示したいからだ。河野や亀倉ら当時のグラフ
ィックデザイナーは、まだ未熟なシルクスクリーンを表現の手段へと高め、新しい時代の
瑞々しい表現を生み出した。印刷の不自由さと制限は可能性の宝庫であった。
　別の言い方をすれば、彼らの表現の飛躍には、飛躍を支える大地が存在し、その大地こ
そ印刷技術でありマテリアルだったと言えないだろうか。バレエなどを例に挙げるとわか
りやすいが、踏みしめる固い大地がなければ高い跳躍は実現できない。跳躍を阻むはずの
重力でさえ、それなしには跳躍に緊張感や切実感が生まれない。無重力空間では一歩前進
することもままならないはずだ。ある制限から解放されることで不自由になるという逆説
的状況はおこりうる。重力によって常に大地にへばりついているという現実があるからこ
そ、そこからの飛躍や解放として跳躍という行為が意義深いものになる。河野や亀倉にと
っても不自由なシルクスクリーンは一見すると表現を阻むものだったかもしれないが、彼
らはその制限を足がかりに独自の「表現」を生み出したのだ。
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